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絵本の玉手箱　５月のおはなし会
■日　時　①５月 13 日 (月)、27 日 (月)10
時～ 11 時 30 分②５月 17 日（金）14 時～
15 時 30 分
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読
書の家
キッズタイム
■日 時 ５月25日(土)10 時～ 11 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

みんなのためいき図鑑
村上しいこ
授業参観に向けて、たのちんの班
は「ためいき図鑑」を作ることに
なった。どんな時にヒトがためい
きをつくのか調べて発表するんだ。
でも同じ班の加世堂さんは保健室
登校で、教室にはちっとも来てく
れなくて…（あぶた読書の家所蔵）

みんなのためいき図鑑
村上しいこ
授業参観に向けて、たのちんの班
は「ためいき図鑑」を作ることに
なった。どんな時にヒトがためい
きをつくのか調べて発表するんだ。
でも同じ班の加世堂さんは保健室
登校で、教室にはちっとも来てく
れなくて…
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▽
さ
や
か
に
星
は

き
ら
め
き
（
村
山
早
紀
）
▽
サ
イ

レ
ン
ト
ク
ラ
イ
シ
ス
（
五
十
嵐
貴

久
）
▽
予
幻
（
大
沢
在
昌
）
▽
商

い
同
心
人
情
そ
ろ
ば
ん
御
用
帖

（
梶
よ
う
子
）
▽
人
間
標
本
（
湊

か
な
え
）
▽
余
白
の
迷
路
（
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（
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仁
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▽
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つ
ゾ
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リ
ノ
シ
シ
い
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な
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さ
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な
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▽
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ま
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く
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し
ょ
こ
し
ょ
こ

し
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や
み
わ
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▽
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え
、

み
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小
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ゆ
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▽
ぴ
ょ
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た
ん
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い
ろ
お
ば
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へ

Ｇ
Ｏ
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プ
ラ
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ニ
ン
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▽
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ぱ
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じ
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チ
ョ
ー
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カ
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版
﹈

銀
行
屋
と
小
間
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猫
十
年
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と
魔
法
街
の
住
人
た
ち
４
（
廣
嶋

玲
子
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▽
も
っ
と
知
り
た
い
！

レ
ス
キ
ュ
ー
の
仕
事
（
教
育
画
劇

編
集
部
）
▽
春
の
室
内
あ
そ
び
・

外
あ
そ
び
（
田
村
学
）

■
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ン
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察
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草
介
）
▽
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な
家
２
～

11
の
間
取
り
図
～
（
雨
穴
）
▽
ブ

ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン
と
覚
醒
す

る
女
た
ち
（
東
野
圭
吾
）
▽
水
車

小
屋
の
ネ
ネ
（
津
村
記
久
子
）
▽

体
に
い
い
お
や
つ（
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ぎ
ち
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ん
）

＜
児
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▽
お
す
し
が
あ
る

ひ
た
び
に
で
た
（
田
中
達
也
）
▽

だ
じ
ゃ
れ
（
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知

育
研
究
所
）
▽
回
文
・
ア
ナ
グ
ラ

ム
（
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究

所
）
▽
く
れ
よ
ん
た
ち
の
き
ょ
う

は
な
に
を
か
こ
う
か
な
？
（
な
か

や
み
わ
）
▽
ブ
ー
ブ
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し
ゃ
こ
に

は
い
り
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す
（
ひ
ら
ぎ
み
つ
え
）

▽
ね
ぞ
う
プ
ロ
レ
ス
（
ひ
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ぎ
み

つ
え
）

今
年
度
よ
り
、
新
し
く
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

洞
爺
湖
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

３
名
の
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
白
澤
祐
子
さ
ん
（
観
光
振
興

課
）、
亀
田
昇
吾
さ
ん
（
洞
爺

湖
町
商
工
会
）、
亀
田
智
子
さ

ん
（
社
会
教
育
課
）
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

●
白
澤
祐
子
さ
ん
「
海
が
あ
る

町
に
移
住
し
た
い
と
い
う
夢
が

洞
爺
湖
町
で
叶
い
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
こ
の
町
が
お
気
に
入
り
で

す
。
地
域
の
皆
様
に
お
話
を
伺

い
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
で
洞
爺
湖

町
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
伝
え
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
」

●
亀
田
昇
吾
さ
ん
「
壮
大
で
多

様
な
自
然
環
境
と
、
移
住
体
験

の
際
に
感
じ
た
町
民
の
方
々
の

あ
た
た
か
さ
に
魅
力
を
感
じ
、

こ
の
地
域
で
定
住
を
目
指
し
た

い
と
思
い
入
隊
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
活
か

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

●
亀
田
智
子
さ
ん
「
自
然
が
豊

か
な
洞
爺
湖
町
で
暮
ら
し
な
が

ら
、
町
を
よ
り
元
気
に
し
て
い

く
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
勉
強
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
活
動
し
た
い
で

す
」

（左から）白澤祐子さん、亀田昇吾さん、（左から）白澤祐子さん、亀田昇吾さん、
亀田智子さん亀田智子さん

新
刊
案
内

から家書読 の


